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報道関係者各位 
2026 年 10 ⽉ 19 ⽇ 

丸⽂株式会社 
 

【実施報告】丸⽂、初の地域合同献⾎を実施し 63 名が協⼒ 
〜⾃社施設を開放し、社員および近隣企業・地域住⺠とともに取り組む地域共⽣〜 

  
エレクトロニクス商社の丸⽂株式会社（代表取締役社⻑ 兼 CEO︓堀越裕史、本社︓東京都中央区、以下、丸⽂）

は、持続可能な社会への貢献および地域共⽣への取り組みの⼀環として、2026 年 9 ⽉ 18 ⽇（⾦）、本社にて⽇本⾚⼗
字社 東京都⾚⼗字⾎液センター協⼒のもと実施いたしました「地域合同献⾎」の実施結果について、以下のとおりお知らせい
たします。 

 
本活動は、当社社員のみならず、近隣企業や地域住⺠の皆さまにも⾃社施設（本社多⽬的フロア）を開放して実施した

地域連携型の取り組みです。当⽇は⽬標の 50 名を⼤幅に上回る 63 名の⽅々にご協⼒いただき、輸⾎⽤⾎液の確保という
社会課題の解決に寄与いたしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

献⾎会場の様⼦ 
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【実施結果と取り組みの特⻑】 
1. ⾃社施設を開放した地域連携 

本社内の多⽬的フロアを活⽤し、適切な管理のもとで地域社会に開放しました。近隣事業者や地域住⺠の皆さまと連
携することで、1 社単独では限られる医療⽀援の輪を広げました。 
 

2. 「ウェルフェア推進室」共催による健康増進・⾷育⽀援  
社内の専⾨部署である「ウェルフェア推進室」が共催し、参加者に⾎液とからだに関する資料を配布するとともに、サラサラ
で元気な⾎液をつくる習慣や、おすすめレシピの情報をお届けしました。献⾎を通じた医療⽀援にとどまらず、参加者の健
康意識向上（ウェルビーイング）を多⾓的にサポートするプログラムを実施しました。 
 

3. 重要課題（マテリアリティ）に基づく継続的な活動  
当社は重要課題の⼀つとして「社会や地域への貢献活動を拡⼤する」を掲げております。既存の⾃社施設やリソースを有
効活⽤することで、コストを抑えながら継続して実施できる「持続可能な社会貢献の取り組み」として本活動を位置付けて
います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【実施概要】 
 
⽇時 2026 年 9 ⽉ 18 ⽇（⾦） 10:00〜11:30 ／ 13:00〜16:00 
会場 丸⽂株式会社 本社 4 階 多⽬的フロア（東京都中央区⽇本橋⼤伝⾺町 8-1） 
実績（協⼒者数） 63 名 
主催 丸⽂株式会社 総務本部 総務部およびウェルフェア推進室 
協⼒ ⽇本⾚⼗字社 東京都⾚⼗字⾎液センター 

 
 
 

（左）社屋外の看板、（右）献⾎後の休憩スペースでは、⾎液とからだに関する資料を配布 
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＜丸⽂株式会社について＞ 

本   社 : 東京都中央区⽇本橋⼤伝⾺町 8-1 
設   ⽴ : 1947 年 
代 表 者 : 代表取締役社⻑ 兼 最⾼経営責任者（CEO）堀越裕史 
従 業 員  : 1,193 名（連結︓2026 年 3 ⽉ 31 ⽇現在） 
資 本 ⾦ : 62 億 1,450 万円 
売 上 ⾼ : 2,134 億円（2025 年度連結） 
事業内容 : 半導体や電⼦部品、システム機器などの国内外の先端エレクトロニクス製品を販売する商社。 

東京証券取引所プライム市場に上場。（コード︓7537） 
U R L : www.marubun.co.jp/ 

 
 

地域合同献⾎に関するお問い合わせ先 
丸⽂株式会社 総務本部  総務部 担当︓平野 

TEL︓03-3639-9801 FAX︓03-3661-7433 
E-mail︓shisetsu@marubun.co.jp 

 
このニュースリリースに関するお問い合わせ先 

丸⽂株式会社 管理本部 経営企画部 担当︓酒井・熊⾕ 
TEL︓03-3639-3010 FAX︓03-5644-7693 

E-mail︓koho@marubun.co.jp 


